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JA北河内の取り組みについて
第
1
回

JA北河内の広報活動について
第
2
回

組合員加入について
第
3
回

金融関係の事業活動について
第
4
回

経済活動について
第
5
回

営農センター内各施設を視察
第
6
回

JA北河内
皆さまから広くご意見をいただくことで、
今後もさらなる組合員・利用者の視点に立った、
質の高い事業運営や商品・サービスをお届けするために…

令和6年度

准組合員モニター募集

問い合わせ先

ＪＡ北河内 
総合企画課 TEL：072-844-1355

活動内容

任　　期 募集人数
令和6年5月～
令和7年3月末まで

募集期間
令和6年2月5日(月)～
3月29日(金)30名程度

「准組合員ミーティング」において、グループ
単位での意見交換。
JA商品に対するアンケートの回答。

応募資格
●JA北河内管内に在住する、満18歳以上の准組合
   員とそのご家族の方が対象です。
●JA本店等で開催する「准組合員ミーティング」
   に参加が可能な方。

モニター商品  をお持ち帰り※

参考：令和５年度 活動の流れ活動の流れ
テーマについて職員が説明

テーマについてグループで
話し合った後、発表

自宅でモニター商品を試す

モニター商品についての
アンケートを記入・返送

平日 午前9:00～午後5：00

応募方法は次ページにございます

※モニター商品例

パックごはん（5P）

ペットボトル米3本セット
その他ほめられ酢

キュウリ漬けの素等



●モニターとなられた方には、４月上旬にJAより書面で通知いたします。
●開催は、奇数月第3木曜日の午前10時～正午を予定しています。
●交通費は支給いたします。

※次ページに令和4年度のミーティングにおけるご意見・ご要望とそれに対するJAの対応状況を記載しており
　ます。ぜひご覧ください。

JA枚方中央支店

JA本店
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JA北河内本店
〒573-0027  
枚方市大垣内町２-１-11
※募集により得られた個人情報につきましては、本件以外の目的に使用することはあり
　ません。
※この活動においてJAが撮影する写真や動画を、広報誌・SNS等の広報活動・事業報告等
　に使用する場合があります。

申込はこちら

頂いたご意見は？頂いたご意見は？

その他その他

　ＪＡが改善できた点や、改善に向けた進捗状況について、広報誌のコーナー「変わる!JA」に掲載し
ます。
　全ミーティング終了後、皆さまから寄せられたご意見やご要望等を取りまとめたものを理事会・支
店長会議に報告して、今後のＪＡの運営に反映させる予定です。

広報誌2023年10月号「変わる！JA」広報誌2023年3月号「変わる！JA」

ご参加お待ちしてます
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https://form.run/@q-sogoki-ps9wSUlauPx3WB7VTGHx


　ＪＡでは令和４年度、１３人の准組合員モニターの皆さまと全５回（内1回は在宅モニター）にわたり
「准組合員ミーティング」で意見交換と、モニター商品を持ち帰りいただいて、商品に関するアンケート
の回答をいただきました。
　その結果、モニターの皆さまからＪＡに対して、数多くの意見とご要望をいただくことができました。
　ミーティングにおける意見要約と対応状況について、ご紹介いたします。(意見・要望について、一部
抜粋し掲載しています)

第１回(Ｒ４.５.1９) 
准組合員モニターについて
ＪＡ北河内の取り組みについて
モニター商品：パックごはん（5P）

第２回(Ｒ４.９）
しあわせのれんげっ娘(無洗米)についてのアンケート
(在宅モニター方式)

第３回(Ｒ４.11.17）
ＪＡ北河内の事業概要と取り組みについて
モニター商品：杵つき生まる餅・レトルトぜんざい

第４回(Ｒ５.１.1９）
ＪＡ北河内の広報活動について
モニター商品：もち麦・こだわりドレッシングみっくす野菜
　　　　　　かつおだし

第５回(Ｒ５.３.1６）
営農センター／ふれあいセンター視察
モニター商品：ペットボトル無洗米
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令和４年度　准組合員モニター令和４年度　准組合員モニター

【ＪＡが取り組むべき活動について】　
＜意見・要望＞
農家を増やしたいのか、農地を増やしたいの
か、どこを目指しているのか分からない。

休耕田が多い。貸農園にできないのか。 

栽培方法ではなく農業経営について教えてほ
しい。

農業の後継者が育つように指導してほしい。

ふれあいセンターのＰＲが足りていない。 

＜対応状況＞
新規就農者へのＰＲを含め、今後も次世代対策に努めま
す。

ＪＡ農園（貸農園）としては、設置条件があるので今後も
案内を行います。

農の相談窓口も含め、税制面や経営面に対し総合的なサ
ービスを行ってまいります。

アグリスクール等、学習できる場を設けています。

年に２回、感謝デーを行うための新聞折り込みも行って
います。イベント等の開催にあたり、ＰＲを行います。



【お米について】

【レンゲ農法について】

＜意見・要望＞
「しあわせのれんげっ娘」のパッケージの色が
地味。また、無洗米と普通米の違いをよく分か
るようにデザインしてほしい。 

お米がおいしいので、もっとＰＲしたほうが良
い。

無洗米の良さをＰＲすると良いと思う。 

米がおいしいので米粉に力を入れたらどうか。

＜対応状況＞
今後、デザインも含め検討いたします。

お米キャンペーン等にて行ってまいります。

無洗米の良さや便利さ、ＳＤＧｓとのつながり等を活用し、
ＰＲに努めます。

米粉の製造については、増量できるよう計画しています。

【ふれあいセンターについて】
＜意見・要望＞
ふれあいセンターが暗い。デザインや写真が古
い。

新鮮な野菜販売を、朝一に買いに行くことが難
しい人もいるので、時間帯によって販売をした
方が良い。

ふれあいセンターの品数が少ない。

店舗前に出してある植木鉢のお花があまりき
れいでない。

＜対応状況＞
店舗全体は改装できませんが、入り口や内装等は改装の
検討を行っています。

生産者からの委託販売であるため、休日での野菜販売は
対応していますが、時間帯での販売対応が難しい状況で
す。

　野菜直販品は、生産者からの委託販売であるため、生
産者に出荷を促すことは継続して行います。

見切り品の陳列方法を工夫してコーナーを設けます。

＜意見・要望＞
化学肥料を減らし、環境に優しい米作りに大賛
成。

レンゲ栽培・レンゲ米を初めて知った。もう少し
ＰＲした方が良い。

＜対応状況＞
エコレンゲ栽培米の増加に向けて、レンゲ種子助成金を
今後も行ってまいります。

農家組合員へ簡易版レンゲ栽培チラシを広報誌に同封
して案内しています。
また、支店・各センター等にレンゲ農法ＰＲポスターを掲
示しました。



【商品・サービスについて】
＜意見・要望＞
支店の敷居が高く、貯金や共済の契約がしづら
い。

積極的に口座開設に向けたＰＲなどに、力を入
れてほしい。

定期貯金キャンペーンの金額コースを増やし
てほしい。また、粗品を米や洗剤等消耗品にし
てほしい。

子どもの農業体験をアピールしたらどうか。

貸農園の価格が高い。

女性大学クローバーの年齢制限の目的が分か
らない。制限しない方が良い。

金融商品についてセミナーを開いて、商品につ
いて教えてほしい。

＜対応状況＞
支店の特色を活かしたイベント開催などを実施し、地域
に密着した親しまれる店舗づくりを目指します。

地域の皆さまのメインバンクを目指し、年金受取口座の
獲得などさまざまな取引拡大に取り組んでいます。

令和５年度の夏の貯蓄キャンペーンより、新たに200万
円コースを新設するとともに、当ＪＡの「しあわせのれん
げっ娘」を特典商品としてラインナップいたしました。

キッズ農業体験を継続して実施し、ＳＮＳ等を積極的に
活用し、次世代層に対しても情報を発信します。

ＪＡ農園（貸農園）の金額は地権者が決めておられます。
また、現在は行政の助成金等は無い状況です。

女性大学の主旨は主に女性の次世代リーダの育成を目
的として開催していますので、年齢の制限を設けていま
す。

組合員・利用者の皆さまの関心の高いセミナー等の企画
を行っていきます。

【その他】
＜意見・要望＞
ごみを堆肥にして販売してはどうか。ごみ減量
に取り組んでほしい。

准組合員が増えることについて、良い事なのか
知りたい。

＜対応状況＞
農の副産物として活用するためにもみ殻を堆肥にする事
は行っていますが、ごみを堆肥にする場所等のスペース
がありません。堆肥作りは専用施設や機械設備が必要で、
街中では悪臭等により製造ができません。

ＪＡ北河内では、地域の皆さまにＪＡをご利用いただけ
るように、准組合員加入促進を実施しています。農業協同
組合法では員外利用比率の制限があり、組合員が増加す
ることで組織基盤の拡充につながり、組合員皆さまへの
還元につながると考えています。



【ＳＮＳについて 】
＜意見・要望＞
ＳＮＳのＰＲが足りない。フォロワー数が少な
すぎる。

ＹｏｕＴｕｂｅは野菜の栽培方法や料理レシピ、
花の生け方などためになる内容を配信してほ
しい。

ホームページの認知度が低い。

ＪＡ北河内の特産品をもっとＰＲするべき。

ＳＮＳでＱ＆Ａ（投稿の場）を作ってみてはどう
か？（例：野菜栽培の疑問や農に関する困りごと
相談）

＜対応状況＞
各支店からの情報提供をもとにＳＮＳの発信を増加させ
ました。また、積極的にＱＲコードを活用し、ＰＲを行い
ます。

８月号の特集記事、摂南大学学生の料理レシピ動画を配
信しました。

広報誌からＳＮＳ・ＨＰへ誘導する仕組みを作ります。

広報誌への記載を今後行います。また、田畑の状況等を
中心に情報発信に努めます。

ＨＰにお問い合わせフォームを開設し、対応しています。

※QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です

【広報誌について】
＜意見・要望＞
地域の由来や野菜の由来、プランターで栽培で
きる野菜などを掲載してほしい。

「きたかわちのツボ」に地図が載っていないの
で参加しにくい。

クロスワードパズルの当選品を図書券よりもク
オカードなどの金券にした方が良い。

誌面で特産物やお米が買えたら良い。

「家の光」が面白いと聞いたので、もっとＰＲし
てみてはどうか。

＜対応状況＞
営農情報発信として、野菜苗のプランター栽培方法を今
後行っていきます。

誌面の都合上地図の掲載はできませんが、９月号よりＱ
Ｒコードを記載し、読み取っていただくと地図が表示され
るように改善しました。

特別企画として、夏野菜や新米等を当選品とする月もご
ざいます。時代の変化に対応した当選品を検討します。

経済商品とのコラボ記事等、今後も継続して掲載します。

各支店の窓口にて「見どころ」の紹介を行っています。今
後、さまざまな媒体を使ってのＰＲを検討します。


